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１１月１１日、１２日の二日間、「新しい地域医療への期待」
をメインテーマに、広島市で全国自治体病院学会が開
催されました。日頃の経験や研究成果について、当院
職員も９つ演題発表（発表者と演題はP.4参照）を行
いました。
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健康のひろば（１２月号）

「
体
の
負
担
に
な
る
生
活
習
慣
」
を
続

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病

気
の
総
称
を
「
生
活
習
慣
病
」
と
言
い
ま

す
。
以
前
は
「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、
年
令
に
関
係
な
く
起
こ
り
う

る
た
め
、
最
近
で
は
「
生
活
習
慣
病
」
と

い
う
言
葉
で
、
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
口
に
生
活
習
慣
病
と
い
っ
て
も
、様
々

な
病
気
が
生
活
習
慣
病
に
含
ま
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ガ
ン
（
癌：

食
道
ガ
ン
、

大
腸
ガ
ン
、
肺
ガ
ン
な
ど
）、
骨
粗
し
ょ
う

症
、
動
脈
硬
化
症
関
連
の
病
気
（
高
血
圧

症
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
な
ど
）、そ
れ
か
ら
胆
石
症
な
ど
が

主
な
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

病
気
の
特
徴
や
原
因
な
ど
も
、
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

�
食
道
ガ
ン
…
高
濃
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
や

喫
煙
、
塩
分
多
量
摂
取
な
ど
が
主
な
原

因
と
な
り
ま
す
。

�
大
腸
ガ
ン
…
多
量
の
脂
肪
摂
取
と
食
物

繊
維
摂
取
の
減
少
に
よ
り
、
便
秘
が
ち

と
な
り
大
腸
の
発
ガ
ン
を
促
進
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
肺
ガ
ン
…
言
う
ま
で
も
な
く
喫
煙
が
危

険
因
子
で
す
。 

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

今
回
は
、内
科
の
渡
邉
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

食
欲
や
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
も
終
わ
り
、
寒
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ
の
時
期
は
、
身
体
活
動
量
も
減
る
反
面
、
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、「
少
し
ば
か
り
太
っ
て

し
ま
う
の
で
は　

」
と
心
配
し
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で

？！

し
ょ
う
か
？

そ
こ
で
今
回
は
、内
心
ギ
ョ
ッ
と
さ
れ
る
方

も
多
い
と
思
わ
れ
る「
生
活
習
慣
病
」に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
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厚生省保健医療局監修：生活習慣病のしおり,39,1999.
社会保険出版局.より一部改変
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健康のひろば（１２月号）

�
骨
粗
し
ょ
う
症
…
骨
が
弱
く
な
り
、
骨

折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
閉
経
、

運
動
不
足
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
喫
煙
、
偏

食
（
タ
ン
パ
ク
質
の
過
剰
摂
取
な
ど
）

が
危
険
因
子
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

最
大
に
し
て
唯
一
の
方
法
は
、や
は
り
、

生
活
習
慣
の
改
善
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で

は
、
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

１
９
７
２
年
に
ア
メ
リ
カ
の
医
学
者
で
あ

る
ブ
レ
ス
ロ
ー
が
示
し
た
「
７
つ
の
健
康

習
慣
」
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。

こ
の
７
つ
の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

が
、
生
活
習
慣
病
か
ら
あ
な
た
を
守
る
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

「
７
つ
の
生
活
習
慣
」
を
実
行
し
て
、

健
康
長
寿
の
楽
し
い
人
生
を
送
り
ま
し
ょ

う
！　

私
自
身
も
、（
美
し
い
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
と
健
康
な
体
調
を
維
持
す
る
た
め

に
）
定
期
的
な
運
動
習
慣
を
中
心
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
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�
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�
胆
石
症
…
「
胆
の
う
」
と
い
う
肝
臓
に

接
し
た
、
胆
汁
を
蓄
え
る
臓
器
に
石
が

で
き
る
病
気
で
、
右
上
腹
部
の
激
痛
の

原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
に
は
手
術
の
適
応
が
あ
り
ま
す
。

　
　

総
脂
肪
摂
取
量
と
比
例
し
、青
魚（
イ

ワ
シ
、
サ
ン
マ
、
ア
ジ
、
サ
バ
な
ど
）

の
摂
取
量
と
反
比
例
し
て
増
え
て
き
た

病
気
で
す
。 
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●　閉経�

●　生理的骨減少�
●　腸管からの�
　　カルシウム吸収低下�

●　家系・民族・人種�

●　カルシウム・リン�
　　摂取不足�

●　活動性低下・不動�

●　日照・嗜好品�
　　居住環境�

内的要因� 外的要因�

骨粗しょう症�

ホルモン因子�

加齢因子�

遺伝因子�

栄養因子�

運動因子�

生活習慣�

乗松尋道：メディカル用語ライブラリー「骨粗鬆症」, 146,1995.

�
高
血
圧
症
…
高
血
圧
症
は
１
４
０
／
９
０

 　
　

以
上
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
病

mm
Hg

院
に
来
る
と
血
圧
が
上
が
っ
て
し
ま
う

方
が
多
い
た
め
、
病
院
で
そ
の
値
以
上

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
即
座
に
高
血
圧
症
だ

と
診
断
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

最
近
で
は
家
庭
用
血
圧
測
定
装
置
が

普
及
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
家
で
の

測
定
値
で
１
３
５
／
８
５　
　

以
上
の

mm
Hg

こ
と
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
病
院
を

受
診
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
高
脂
血
症
…
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
２
２

０　

／　

以
上
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
�
コ
レ
ス
テ

mg

dl

ロ
ー
ル　
　

／　

未
満
、
空
腹
時
中
性

４０
mg

dl

脂
肪
１
５
０　

／　

以
上
の
方
は
高
脂

mg

dl

血
症
と
さ
れ
ま
す
。

�
糖
尿
病
…
空
腹
時
血
糖
値
１
２
６　

／
mg

　

以
上
、
随
時
血
糖
値
２
０
０　

／　

dl

mg

dl

以
上
な
ど
で
診
断
さ
れ
ま
す
。

　
　

健
康
診
断
な
ど
で
よ
く
測
定
さ
れ

る
、
１
〜
２
ヶ
月
間
の
血
糖
値
を
反
映

す
る
「H

bA１
c

」
は
施
設
に
よ
っ
て
基

準
値
が
異
な
る
の
で
、
仮
に
正
常
値
と

診
断
さ
れ
て
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
専
門
の
医
師
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。）

高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
は
、

「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
、

症
状
が
無
い
た
め
軽
く
考
え
が
ち
な
病

気
で
す
。
し
か
し
、
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
、
最
終
的
に
は
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
に
つ
な
が
り
、
死
に
直
結
す
る
こ

と
も
あ
る
怖
い
病
気
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
生
活
習
慣
病
の
代
表
的

な
も
の
で
、
多
く
の
人
は
生
活
習
慣
病

と
言
え
ば
、
こ
の
３
つ
を
す
ぐ
に
思
い

浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
。

��
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大
東
町
に
お
住
ま
い
の
榑
松
美
智
子
さ

ん
と
雅
晃
さ
ん
が
、　

キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の

３５

と
れ
た
て
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
届
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
サ
ツ
マ
イ
モ

は
ど
れ
も
大
き
く
て
立
派
な
も
の
。

さ
っ
そ
く
、当
院
の
栄
養
管
理
室
で「
く

り
き
ん
と
ん
」
や
「
ふ
か
し
芋
」、
煮
物
と

し
て
、
患
者
様
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
信
頼
い
た
だ
け
る
医

療
提
供
を
目
指
し
、
地
域
の
医
療
関
係

者
、介
護
支
援
機
関
、関
係
行
政
の
方
々

に
出
席
い
た
だ
き
「
医
療
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
病
院
と
医
療
機
関
に

お
け
る
病
診
連
携
、
救
急
医
療
の
課
題

や
、
ま
た
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

懇
談
会
を
終
え
、地
域
連
携
室
で
は
、

病
診
連
携
を
通
じ
た
地
域
の
皆
様
へ
の

正
確
か
つ
効
率
的
な
医
療
提
供
は
、
病

院
と
地
域
医
療
機
関
と
の
情
報
交
換
が

重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成　

年
度
開
始
と
な
っ
た

１２

介
護
保
険
に
よ
る
掛
川
市
の
認
定
者
数

は
、
全
国
及
び
静
岡
県
の
平
均
を
下

回
っ
て
は
い
る
も
の
の
増
加
の
状
況
を

聞
き
、
急
性
期
医
療
を
終
え
居
宅
介
護

を
迎
え
る
患
者
様
、
そ
の
ご
家
族
の
介

護
へ
の
不
安
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、
相

談
や
地
域
の
介
護
支
援
機
関
と
の
連
携

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
感
じ
ま

し
た
。

懇
談
会
を
期
に
、
今
後
も
職
員
一
丸

と
な
り
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

の
も
と
、
地
域
と
の
連
携
、
介
護
へ
の

支
援
に
努
力
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回 全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国自自自自自自自自自自治治治治治治治治治治体体体体体体体体体体病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院学学学学学学学学学学会会会会会会会会会会第４３回 全国自治体病院学会
演演演演演演演演演演題題題題題題題題題題 及及及及及及及及及及びびびびびびびびびび 発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表者者者者者者者者者者演題 及び 発表者

演題については、様々な角度から検討が重ねられ、どの発表も各病院
参加者の注目を集めました。また他病院の研究発表からは、多くの情
報を得ることができました。

「肝臓病教室」チームスタッフとして� 薬剤室：鈴木恵理子

閉鎖運動連鎖テストで痛みを生じた前十字靱帯再建術後の一症例
 �方向性のある理学療法とは�� 医療技士室：甲賀英敏

看護師の慢性疲労とやりがい感の関係についての
検証 －先行研究を生かして－� 看護部：青木春美

陰部のセルフケアの実態調査� 看護部2階西：高野真理子

小児の点滴中におけるトラブルと発生要因の実態調査� 看護部3階東：澤万記子

全身麻酔後の早期離床に対する患者・医師・看護師の意識に
ついての実態調査� 看護部2階西：久保田真弓

透析室に癒しの空間を ＜医療助手の立場から＞� 看護部　腎センター：落合佐登美

小児の食事摂取状況の実態調査 －患児が病院食をおいしく楽しく
食べられるよう援助するために－� 看護部3階東：石川友美

16列MDCTと4列MDCTの基本性能の比較� 放射線室：落合義隆

（表紙よりつづく）
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� １２月１５日（水）
 午後６時３０分から８時
 テーマ：Ｂ型慢性肝炎の方々へ
� 掛川市立総合病院１階　サロン講義室
� 肝臓病に関心のある方、
����肝臓病でお悩みの方とそのご家族
� 無料
� 総合診療科　 柳正弘医師
 他、薬剤師・栄養士・看護師
 掛川市立総合病院　���������
 消化器科外来　（内線���）
申込不要。筆記用具を持参の上、直接会場
へお越しください。

と　き

ところ
対　象

参加料
講　師

問

募集�募集������
■
お
願
い
し
ま
す

�

�

�

�

◇
医　

師
（　

／
１
付
）

１１

◇
医　

師
（　

／　

付
）

１０

３１

神
田
佳
恵　

脳
神
経
外
科

◇
非
常
勤
医
療
補
助
（　

／　

付
）

１０

３１

岩
崎
恵
美
子　

２
階
西

片
山
千
春　

４
階
東

■
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�

�
�

�

脳神経外科医員

����

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�
�

病
院
の
自
動
支
払
機
は
、　

月
か
ら
発
行
さ

１１

れ
た
、
新
札
が
使
え
ま
す
。
待
ち
時
間
も
少
な

く
、
ス
ム
ー
ズ
に
お
支
払
い
が
で
き
る
自
動
支

払
機
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
ト
リ

ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ト
リ

ア
ー
ジ
は
、
傷
病
者
の
緊
急
度
と
重
傷

度
に
よ
り
治
療
優
先
度
を
決
め
る
も
の

で
す
。
併
せ
て
、
病
棟
で
の
安
全
確
保

訓
練
も
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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�　

月
２
日
（
火
）、
富
士
見
台
霊
園
の
剖
検

１１
慰
霊
碑
前
で
剖
検
諸
霊
供
養
祭
が
開
か
れ
ま

し
た
。
当
院
で
病
理
解
剖
に
協
力
、
医
学
水

準
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
故
人
の
ご
め
い
福

を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
剖
検
協
力
者　

人
の
ご
遺
族
の

２９

　

人
を
は
じ
め
病
理
解
剖
に
携
わ
る
医
師
や

３１看
護
師
、
病
院
職
員
ら
約　

人
が
参
列
し
ま

６０

し
た
。

１
分
間
の
黙
と
う
に
続
き
、
市
長
、
市
議

会
議
長
よ
り
慰
霊
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、

そ
の
後
参
列
者
に
よ
り
献
花
が
行
わ
れ
、
一

人
ひ
と
り
が
慰
霊
碑
の
前
に
立
ち
、
白
い
菊

の
花
を
さ
さ
げ
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

平
成　

年　

月
５
日（
日
）

１６

１２

（
地
域
防
災
の
日
）

午
前
８
時　

分
〜　

時

３０

１２

掛
川
市
立
総
合
病
院

　
　
　
　
　

玄
関
前
ほ
か

日 
時

場 
所

当
直
室
増
設
工
事
の
た
め
、
腎
臓
病
教
室
の
会
場
を
、　

月
の
腎
臓
病
教
室
よ
り
、

１２

現
在
の

「
研
究
室
」
か
ら
「
サ
ロ
ン
１
階　
教
官
室
」
に
変
更
致
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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6

病
院
の
概
況　

月月月月月月月月月月月月月月月月

　

月
１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００１０

健
康
の
ひ
ろ
ば 　
号　
　

・　

・
１
発
行

２４９

１６

１２

〒
四
三
六
�
八
五
〇
二　

掛
川
市
杉
谷
七
二
一  
�（
〇
五
三
七
）二
二
�
六
二
一
一

掛
川
市
立
総
合
病
院　
 
F
A
X（
〇
五
三
七
）二
四
�
二
五
三
九

健康のひろば（１２月号）

■各科外来担当医師一覧表（１２月予定）■
★受付時間　新患の方……午前８時１５分～１１時００分　　再診の方……午前７時３０分～１１時００分
★診療時間　　　　　……午前８時３０分～　※緊急手術や、学会等への出席のため、担当医師の変更や休診する場合があります。

12月の「腎臓病教室」
���������������������������
��������	
����������
��������������	
�

お　知　ら　せ金木水火月診　療　科
●◯◯／◯◯は午前／午後
●血液内科の診察は午後
●�若井◯特 は「睡眠時無呼吸い
びき」の特殊外来のみ：午前
●�福山◯糖 は午前１０時まで
●�◯新 は長岡（循環器科）が担当

�　柳◯総 

八　 島◯腎 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 
福　 山◯糖 
／中村◯血 

渡　 邉◯新 
福　 田◯腎 
／茶谷◯糖 
山　 本◯腎 
五　 島◯総 
若　 井◯神 

福　 山◯新 
八　 島◯腎 
茶　 谷◯糖 
五　 島◯総 
渡　 邉◯糖 

　　　　
八　 島◯新 
福　 山◯糖 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 
／渡邉◯糖 
若井◯特  ／小林◯血 

長　 岡◯新 

福　 田◯腎 
福　 山◯糖 
五　 島◯総 
／渡邉◯糖 
若　 井◯神 

１
２
３
５
６
７
１２

内 科

鮫　 島
宇 都 宮

�　 柳◯総 
水 谷

鮫　 島�　 柳◯総 
宇 都 宮

水 谷８
１０消 化 器 科

●水曜日の外来は交代制樋 口岡 本岡本・樋口樋 口岡 本１１呼 吸 器 科
●ペースメーカークリニックは
第２・３・４金曜日午後

●木曜日長岡は特別予約のみ

吉 田
長 岡

大 橋
長 岡

佐 々 木
吉 田

佐 々 木
長 岡

佐 々 木
吉 田

１
２
３

循 環 器 科

●（　）内専門外来（午前中）を
併設しています

●羽藤（木）乳腺・内分泌科は午
前１０時３０分～12時

羽　 藤
（呼吸器・血管）
坪 井

神 谷
（大腸・肛門）

中 村
（消化器）
伊 藤
（消化器・小児）
羽 藤
（乳腺・内分泌）

神　 谷
（肝胆膵・小児）
羽 藤
（呼吸器・血管）

伊 藤
（消化器・小児）
社 本

神 谷
（総　合）
中 村
（消化器）

１

２

３

外 科

●形成外科は第２・４金曜日
午後１時３０分～（要予約）

中 村

磯 部
宮 城

中 村

柴 田

（股関節健診）
宮 城
磯 部

中 村

柴 田

１
２
３

整 形 外 科

金 山加 藤
鈴 木

鈴 木
加 藤

加 藤
鈴 木

鈴 木
加 藤産婦人科

●腎外来は第４水曜日
●午後は予約患者のみ
●第１・３・５木曜日午後は木下○循 

青 嶋
久 保 田久 保 田

青 嶋

廣 瀬
久 保 田
生 田

１
２
３

小 児 科

彦 谷
齋 藤

彦 谷
齋 藤

彦 谷
齋 藤

彦 谷
齋 藤

彦 谷
齋 藤

１
２眼 科

大 野小出・大沢小出・大沢小 出大 野脳神経外科
●月・木曜日の午後は小～
　高校生のみ診察（予約制）

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

１
２耳鼻咽喉科

●性機能障害外来は
　月曜日午後２時～４時 （要予約）

柚 原
石 田

蟹 本
柚 原

柚 原
蟹 本

石 田蟹 本
石 田

１
２泌 尿 器 科

渡 辺鈴 木鈴 木渡 辺鈴 木皮 膚 科
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
１
２歯科口腔外科

沼 野沼 野沼 野沼 野CAPD外来
高 田
内 山

柚 木
内 山

高 田
柚 木

柚 木
内 山

高 田
内 山麻 酔 科

［専門別記号］
◯総 －総合診療　　　
 ◯新 －新患　　　　　 
◯腎 －腎臓・膠原病　
◯糖 －糖尿・代謝　　
◯神 －神経　◯血 －血液

●入院患者さんへの面会時間　午後２時～午後７時

あ と が き

『
先
日
、
病
院
の
職
員

旅
行
が
あ
り
ま
し
て
、
私

も
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

普
段
、
あ
ま
り
接
す
る

機
会
の
な
い
人
た
ち
と
過

ご
し
、
ま
た
少
し
病
院
に

な
じ
む
こ
と
が
で
き
た
か

な
、
と
。

院
内
報
で
ネ
タ
に
困
っ

た
と
き
に
は
、「
あ
の
人
に

頼
も
う
！
」
と
い
う
つ
な

が
り
を
持
て
た
収
穫
の
多

い
旅
行
で
し
た
。』

と
、
今
回
の
「
あ
と
が
き
」

は
書
く
つ
も
り
で
し
た 

が
…
。

そ
れ
に
し
て
も
、
今
回

の
特
集
は
体
を
張
っ
た
取

材
で
筋
肉
痛
の
●も
 

で
あ
り

ま
し
た
。　
　
  　
　

●も
 
 

一般診
妊婦診

前月対比人　　　　数区　　　分
＋348名延べ 22,825名

外 来患  
者  
数

＋17名１ 日 平 均 1,141名
＋1,020名延べ 11,322名

入 院
＋22名１ 日 平 均 365名
＋3名13名男 の 子赤

ち
ゃ
ん
誕
生

＋10名12名女 の 子
＋13名25名計
＋3名9名１ 泊 ２日 コ ー ス人

間
ド
ッ
ク
受
診

－12名653名日帰りコース
±0名0名脳 ド ッ ク
－9名662名計

��月


